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 マクリ養殖に関する基礎資料

 I分類位置

 系エ擦…謂岡G1a-ssRhodoPhyGeaε

 イギス目OrderoG]=amj.a1Gs

 フジマツモ科亙a㎜.Rodomθ1a0Gaθ

 マクリ属GθnusDige口ea

 マクリDj.9eエ』ea-sjmp1ex(Wu1fe刀)

0.Agardh

 マクリは/属/種である。

皿形態的特性

 体は盤状の根より/～数株叢生し、円柱状高さ5～25触太

 さ2～3枷夜叉状又は不規則に分岐し、体の全面には毛状の小

 枝が猫生している。俸色は暗紫色～縁紅色を呈し生育環境(水深、

 栄養塩類の多寡類)によって異るようである。

血生態的特性

(/)生活史

 マクリは多年性で、3世代の焚代によって循環するが、海中に

 は配偶世体に属する雌・雄の2種と造胞世代にある造抱体と都合

 3種の本体が各々独立して生えている。いづれも外観上は全く区

 別はない。

 A、造胞世代

 マクリの本体で周年みられるが、初夏～晩夏にかけて毛状小

 枝の先端に四分胞子嚢を形成し四分胞子を放出する。

 垣、酉己偶世代

 上記四分胞子が発芽生長したもので、造胞俸と外形的に大差

 はみられず、マクリの本体で周年みられる。こリ)世代では雌雄

 2種の配偶体に分れる(雌雄輿株)。



 マクリの生活史



 a、雄性配偶体

 毛状小枝の先端に精子嚢が形成される。夏季前後に精子が放

 出される。

 b、雌性配偶体

 毛状小枝に造果器、助細胞が形成される。造果器先端の受精

 毛に精子が附着し受精する。合体してできた複相の核は連絡糸

 を通じて助細胞内へ送られる。

 G、果胞子体

 雌性自己個体の中で、複相の核を受入れた助細胞はその位置のま

 まで発芽し、複相の核をもった細胞の連続からなる恭状の枝にな

 る。この枝が雌性配偶体に寄生する複相の世代である。この枝の

 一部或いは殆んど全部の細胞は無性的にそのまま果胞子と称する

 生殖細胞にかわる。果胞子体は雌性配偶体の毛状小枝の先端附近

 に嚢果としてみられ、嚢果の先端開孔部から果胞子が海中に放出

 される。放出された果胞子は発芽して造胞体であるマクリの本体

 に生長する。

(2)水平分布

 本邦近海では台湾、沖縄、南西諸毘、南九州沿岸に多く、更に北

 上して東側では宮崎.四国南岸、紀州辺りまで、西側では天草、五

 島列島、済州島及び木浦近海まで生育する。

 鹿児島県では鹿児島湾奥部、不知火海沿岸を除いた沿岸の岩石に

 は疎密の差はあるが生育している。特に奄美群島、とから列島、こ

 しき島、種子島、屋久島には多い。

 世界餉にも広く分布し、北米の繭部沿岸、西印度諸島、地中海,

 アドリア海、印度洋、紅海、太平洋では南洋諸島、南支那海諸島、

 フイリッピン諸島、南支沿岸、濠州沿岸、ニューカレドニア等に産

 し、特に東沙島のマクリは生産量が多く本邦に輸入されて有名であ

 る。

(31垂直分布

 大潮千潮線直下から/5㎜附近までに生育し概して2～5m附近
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 に多い。奄美大島では干潮線。サンゴ礁上にも散見されるが、北上

 するにつれ深度を増す傾向がみられる。

(4)生育環境

 ○底質:石に着生し、一般に岩礁より瞬石に多い。泥質のとこ一る

 には殆んどみられず、砂質、貝殻まじりの砂碑質に石があると
 ころに多い。又、砂に半埋没した状態の石にも着生をみる。

 o一般に外海に面した海水の疎通のよい場所に多いが、鹿児島湾

 では大隅半島沿1、'の外洋水の影響の強いところは桜島附近まで

 分布している。特に垂水市地先のマクリは藻長大きく(20㈱一)

 注目されている。

 (ぶ)成熟期

 造胞体の四分胞子嚢も果胞子体の嚢果も初夏から晩夏にかけて形

 成、成熟し、毛状小枝の先端を検鏡することによって明瞭に判別が

 .つく。イニ美大島各地のマクリについて、昭和3/～3.2年の調査結

 果によると

造胞体 果胞子体

形成初期

放出初期

放出終期

5月中旬

6月中旬

 9月中旬でも放出中

6月下句

7月上旬

9月中句

 で、四分胞子は長期にわたってダラダラと続き、果胞子は短期間に

 放出を終了することがわかり、両性胞子の放出盛期は8月である。

 各地の放出期は次のと佃り。

鹿児島湾

 ごしき島

種子島

南薩地区

宮崎県延岡

造胞体

8月中旬

8月中旬

7月下句

 8月F句

 8月上～下句

果胞子体

 8月中旬～9月中旬

 8月中旬～下句

8月上旬

 8月下句～9月中旬

(6)生長

 田中(/954)が宮崎県網島て・試験した結果によると、申子付
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 け後6ケ月に平均α6㎝.I浸天長/.5㎝.に達したことを報じてい

 る。

 水産庁の浅海増殖開発事業による効果判定調査結果をまとめる

 と(昭和30～33年度分)図にみるように、投石後満一隼で

 5`m.前後、3年でノ5腕.に達することが判っている。又宮崎県の

 生長線は/年後では差はないが、3年で/0腕となつて本県より

 生長の緩慢であることがうかがえる。

 マクリ投石事業による生長測定結果

増殖後経過年教

 lV従来行われてきた養殖方法

 ○投石法:殆んとこの方法を主体に行ってきた。

 即ら、5～30晦の山石を増殖適地に投入する方法で、ただ

 単に附着面を増加する方法から現在では次の様な手段を講じて

 更に効果を高めるようになった。

 (/〕胞子液ジヨロ辞法:マクリ母藻を採集後3～5時間蔭千し

 にして、海水を満した梅に投入して胞子を放出させる。この抱
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 子液を投入前の石にジヨロで蒔きつけて適地に投入する。この

 場合炎天下の作業が多いあて、石の面を乾燥させぬように留意

 し、/0分母に3回位蒔くことが望ましい。

(2)原藻結着法

 ア、植付け法:セメントと急結剤を使用して石に植付けるも

 ので、母藻が活着して自然の胞子放出を倹つ。

 イ、袋法:母藻α5～/晦を小さな網袋に封入し石に結

 着して投入する。

 ウ、撚り込み法:3分後のシュロ縄に母藻をより込み石に結

 着して投入する。

 以上の方法はいづれも投石した中心附近に投入して胞子の拡

 散効果をねらうもので、ジョロ辞法で使用した母藻を奥に利用

 する場合が多い。

 V計画している養殖方法

 /、採菌

 a、胞子液からセンイ(主に化学センイ)に胞子伺けする。

 b、胞子液からスレート板(建材のボード板等)に着生させる。

 2、培養:室内又は野外で胞子の活着・発生を確かめる。

 こ一㌧までは集約的な人工管理を行う必要あり。

 3、養殖:発芽を確認した基質をセンイはロープ1と巻きつけ、ス

 レート板は吊り下げるようにして、延縄式或は垂下式で、野外

 で養成する。

 4、採集:多年性なので根部を残して勇定法で摘採寸る。前記生
 長で述べたと犯り/年で5脇内外であるが、養殖条件を検討す

 れば、天然より更に生長度を大きくする可能性があり、満/年

 で採集し、採算がとれるようにすることが目標である。

 5,Iカイニン酸合有畳を多くする養殖条件の研究。

 wその他

 /、駆虫有効成分カイニン酸について



 マクリの駆虫有効成分につい寸は古・くから研究されてきたが、

 5年の歳月を経て昭和28㌣ノ月に大阪大宰薬学部竹本常松戸士
 等によって純粋分離に成功し企業化される1と至った。

 この有効成分カイニン酸KainiCaOidは白い針状結晶で、

 成木/回の服用量が僅か5～/0.m茅で魍虫駆除が達成され(サン
 トニンでは50～/00例茅、ピペラジン剤では2000～3000岬

 の服用で同等の効・果となる)副作用が全然認められない特徴があ

 る。

 マクリのカイニン酸合有量.は乾燥したマクリ原藻/晦に/～よ

 8であって、産地によって、又同一産地のものでも変動が甚しい。

 これは採集の時期、保管法等の差異によるもの㌧ようであるが、

 又、生育環境にもかなり影響されると思われる。特に注意を嬰す.
 ることは原藻を採集後水に濡らすと単時間で有効成分が溶出して

 しまうことで、採集後の処置の如何にも今後は検討すべきであろ

 う。

 奄美大島の/8地区53資料について含有量を調査したところ

 一般に南向きの海岸産よりも北向きの海岸産のマクリにカイニン・

 酸が多いこと、マクリの外観では体色が紫色g濃いほど合有量が

 多く、緑色が強いほど少ないことが判った。

 産地別カイニン酸群物質量(竹本)

 東沙/、仏2m9鹿児島/、夕4珊茅

。2,23.3"

 沖縄/、6,5〃

 2、/4一/〃

3、/9,5〃

 4、/Z/〃

 ぶ、/z5"

 台湾/、/∴4"

.2,Z0"

3、/8;3"

一2,30.0"

3,23.0・"

 和歌山/、/23〃

 2、/ユ6〃

3,2ユ0"

奄美大島

 7■2(一一546"塀
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 ぺ4、/79I=

 数マクリ/0牙中の含有翠'
 2、生一産一一量

 マクリ.年次別生産量 (鹿児島県)

      年別奄美大島を除いた県一下全域.一奄美大島生産量合I計      '生産量・単・価1金額

      唱和争ユユ4,9ユ7晦軍07昌,080,6・O円ユ・,・gユ陣34,4ユ8K穿
      52.20,0632■34,280,000ユ9,53839,60ユ

      3・362,3002一ユ。ユ3,083・O.00・暑O,04482,34.4
      'L一一一一

      3'454,5002ユ。7凋45,OOO20,43454。,934
      一

      35ユO,4ユ0240121498・4P0

      36=4〃283201■・5ユ2・9・60・

一

 .妻で千るように・本県のでク1生学鐙1よ・・～・・トンである
 が、最近減産の傾向が顕著である;これは資源的に減少したこと一

 もあるが、むしろ漁獲努力数の減少によるものと考えられ、漁村

 でもマク1の単価が安い.というご干で撫琴し左い・よ1で干る口し
 かし、この/～2年単価も上昇の傾向にあって需要が高まってき

 ている。本邦でのマクウめ年間需要盤は約30.0トンといわれ、

 大部分を沖縄、台湾方面から輸入している壬い一う。購入業者の側..

 からみれば、同じ価格めマクリであればカイ・ニン酸の含有が多い

 ㍗に秤榊/干考えら一れ・本県慶一㍗夕.1ばこg点から予て今
 後琴1こl!中碑する可能性がある口
 3、徒一事漁家数友粗収入

 漁村一で夏季素潜りで採取一するため、マー〉リの漁場を有する地域

 では始一和ど全てが従事するといってもよI{'。特に開禁日には合図
 で一斉一1と操藻に坪㌧季地区もある古浅海培殖効果詣査資料による
 と/日/人当りの採集量は乾燥董鐙セj～8晦である。

 /自/人当り裸一集量

 西之表.2～4陣90日間延1200人

 .。r8。一



佐多48陣50日間延250人

 里.水Z5〃7日間延90人

里20"20'日一間延700人

 阿久根40〃90日間延600人

 これから概略推算すると/日/人4晩の採'敢豊で単価200円ρ
 とぎ・800甫、300円の場合∴200円の粕収入となる。
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 投石事業(トコブシ)効果調査の中間結果

一養殖部長豊田茂樹

 熊毛地区に於ける投石事業は昭和33年度か・ら実施され、事業対

 象をトコブシに限定して行なわれてきている。事業の効果調査は水

 産庁の示した浅海増殖効果判定試験要綱に準拠して昭和34年度か

 ら実施し、・37年度で調査回教4回、調査ケ所数は投石区/5ケ所

 対照区/0ケ所となっている。この中間報告からはまだ効果判.定の

 確実な資料は得ていないが、只事業を効・果的に進めるにはどうある

 べきか…一といったことについて若干の知見が得られたので参考の

 ために報告すること㌧した。

 I調査概要

 /、調査の方法

 (ユ)調査には小型動・カ船を傭船し、船上から箱眼鏡によるノゾ

 キ観察と、裸港りによる潜水調査の併用によった。

 (2)ノゾキ観察では漁場の環境概要.、海底に洞ける天然石の有

 無、配置状況、投石材の現状、生物相の概要等である。

 〈3)潜水調査てば枠取り(33壷)にIより一部揚石観察と、多

 くは潜水夫による石材の数、埋没、転移状況、着生物の採集

 であった。

 (4)調査時刻は、ノゾ斗観察及び藩永調査を容易にするため何
 れの地点ξも干潮時を中心にして行なったコ

 (5)調査地点の設定は同一地先一に投石区と対照区とに区分し、

 夫々任意の地点を選定して行なった。

 (6)調査地点に抱いて解禁眉のところは、転古採取がなされて
 いたい地点を選定して行なった。I

 (7)付着トコブシの数は実際に採取されたもののみとし、たと

 え天候等のたゆ採取できず潜水夫が確認したものであっても

 こ一れはこの資料には入れていない。

 (8)採取したトコブシの測定は採取眉2時間以内に行なってい



 (A)単位当り(3・3m2)石材数とトコブシ付着状況

 石材数(.)ヲ然石

付

着

数

 石材/個当りイ勺者数

石 材 教

付替 数

 石材/個当り付着数

 (B)投石材の経年別、階層別付着状況(3.3m2当り)

/年経過

2年経過

対照区

 (ｃ)単位当り(3,3m2)付着トコブシの量の比較

/年経過

2年経過

対照区



 るが、活力はすべて中位以キであった.。
 (9)以上の他36年度から次g試験項有を追加しているがこの報
 告にはこれらの資料は用いていない。

 イ、成熟期調査

 手、標識放流.試験
 ○移動状況

 ○成長・度

 ハニ⇒下線.付近に・わける稚トコプシの分布調査
2一調査結果

 (ユ)A表.について.一
 。gこの表からは・大牢石材碑に一比例した付着傾向がみられ、投・
 石効果を示している。

 ○投石区と対照区の単位当り(3,3め石材数の'平均は投石
 区3.6個に.対し、対照区は20値セ投石区の一5ク弱弱惑示し

 付着トコブシ数では投石区2∴3個体に対し、対照区46個
 体で33%と格差が大きい。

 o・この対照区の付着不良の要因は、天然宕は埋没面が認めら

 れ従ってこのため付着面を失念う結果となり、更'に埋没した

 石材は転石が国難のため放置されるため、この埋没傾向はそ

 の摩含いを高めているものと考えられる。

 ○表中浜津脇S七、工、St、】Iは投石後全面的に採捕禁止にし

 てトコブシ琴源の培養を図っているもので・一付着状興は他に
 比較し高率を示していることが注目される。

 (2)B表について

 。;。投石材の経年率干付着との関係で1ヰィ年雫過が平均0-94
 個体に対し2年経過は0.46個体で約2分の/に過ぎない。

 又対照区は0,34個体となっている口

 02年経過の付着の低.いことについては、年数こそ2年経過

 しているが、実際は/年経過時の開禁で数回に及んで転石採

 取がたされるため(牧川、浜津脇は異なる)実際には2年経



 過とはたっていない。従って比較資料とはたらないが造成漁場

 の管理行使上からの参考と、して注目亭れたし㌧
 o.従って全面禁止の浜津揮、/回転石励行の牧川両地先で今後
 どのような付着推移を示すかによって、造成漁場の管琴を決定
 する'資料が得られるものと考えられる。

 ○この表で階層別の付着状況をみると、5倣以下の殻長制曄ま
 での稚トコブシと5腕.以上のトコブシについて投石区での経年

 別でみると、5鰍以下の稚トコブシの付着は/年経過が2年経

 .週の阜2倍で叉5鰍以上でも/年経過が約/・8倍と2年経過よ
 り佃れも良好である。

 。この投石後・年拝週が・年経過一よ1付着カ王よ.1.'9とはご何者
 ・面が他の生物にまって占拠されていないこと㌧一再材が率る密
 度をI保っていて付着面の形成がよいことがあげ.られ.る。これに

 反し2・年経1過・では、他生物に占拠されるとはいえそρ.被覆度は
 さほどではないことから考えると、/年目の転石採取によって

 石材の.密度が優下している.こと杯.きな要因のようである。
 o'こ一のようだ結果からトコブシの付着効果を高めるには石材役

 人に当りては或る密度を必要とするが、それには大体。2段位に

 なるように集中投入した方がよいようである。

 ○ごの表で5㈱.以上め採破対象とたるものは投石区で成育した

 ものではなく近接漁場から移動によってもたらされたものであ

 ることに注意しなg㍗璋ならたい。5脇以下の稚トコブシにつ
 いては36年度牟ら鯛放甲試験を琴施し搬度を調査中であ
 るので、このうちどの階層までが投石場所で発生したものであ

 る一がは今後の試験結果によってあきらかにするっもりであるが、

 更に乙の稚トコブシのうちには附近漁場からの.浮游.幼生の沈着
 も考えられる。

 (3ジニd表について

 。A表及び'・妾肘着苧につい千である㌻この琴で雄的関
 係.を示したものである。一

 _一'/5・一一一・



 o/年経過と2年経過の付着は前記し年ように/年経遇が良い結
 果を示しているが、量的にも矢張り/年経過が良好となっている。

 つまり/年輝週の平均人054>に対し2年経過の平均は5498
 と・/年経過の2分の/に過ぎない。又、対照区は平均2,738で

 大きく差がついている。

 o一この表の各S七、毎の単位当り生産量、市価と造成面積を乗ずれ

 ば経済効果の目度がつけられることになるのであるが、しかし投

 石事業の本旨が増やして獲るということから考えると、投石する

 ことを単なる採取を容易にする手段一とされる狗それ・があるので、

 こ㌧では仮にこ一れを付着効果として抱きたいb・

 ○従って本当の生産又は経済効果はその漁場自体で生産が或る限

 度で維持できる状態になったとき初めていえるものと考えられる

 ので、今後造成漁場のあり方を充分検討して増殖しつ㌧採るとい

 うこ一とてなければならないと考えられる。一
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 3月のマグロ延縄漁況

漁業部

 3月調、査隻数は/2隻。踊場は前月と本差ないが・/37油以東
 の操業船はなく、26。～3ノ“、/30。～/37相でビンナガを.目

 的と≡して一操業している。ビンナダの釣獲率を見ると3月は牟漁場平

 均3.28で一!月の人4.3一、2.月の2-35一.を上窄.っているF
 ビンナ・ガの無一律を見ると第2図の如くで、体重6～8陣のものが

 5ρ%以上を声めている。・3月の魚体は例年/.0Kg程度のものが
 多いのであるが、今年は小、型となっている。.

 肯1図a  ビンナガ釣獲率（38.3　全漁場)  第1図　マグロ・カジキ計釣獲率
 （38.3　全漁場)

 1件■蜜I1

 第2図ビンナガ体重組成(昭和38年3月　全漁場)



定置観測(3月分)

 ミ.養殖部

 水温は前月産十0./℃に示されるように若千上昇のきざしがみえ

 ているが、最低/3,7℃、最高ノぶ/℃(但し2δ日のデータは除
 く)とほとんど前月と同様である一。つまり例年であれば3月中旬頃

 より水温上昇期に入るのであるが、今年ぽ2月の最低水温期がその

 ま㌧統一いていて、約/ケ月近く遅れているよ一うである。

 比重は一2δ日のデータを除くと最高。27791、最低2Z/7できわ・め

 て良く安定している。
句間平均表

 (但し、平年水温、比重共に/9}2～/956年迄の平均)I
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一般漁況(3月分)

漁業部

 灘東海サバはね釣

 3月の入港船は/2隻323/00陣の水揚である。

 漁場は全般魚釣島W/8;～20^の農林漁区539区である。この海

 一域の水温は。2月/9℃台を示していたが・3月中旬は。22℃台に上昇

 し、それと共に漁批も活溌となった。上旬は魚群の浮上餌付も愚か

 ったが、中旬以降浮上も遠く餌付も良好となり本年漁期中最高の水

 揚を示している。

 魚体は上句.F工。290棚～340制、中旬330繊～360湖、下
 句320期～3.60滅の範囲で漁況の良くたるにIつれて・魚体が大型・

 へ一移行している。生殖腺は全部熟卵、精で中旬下旬は産卵後と思わ

 れる魚体が多かった。

 。楽旋網漁況

 枕崎港入.港船はク.9隻9ユ97/杯の水揚で漁場は薩南海域。魚種.

 組成はマア㌣40%の36,69/杯。ムロアジ3/%の。29,07ク杯、
 サバ2I8%の26,398杯、ウルメ/。%の738杯と一なっている。

 串木野港は53隻30,557杯の水揚で漁場は片手が野間岬神合、双

 手がこしき島西沖合で、片手の魚種はサバ、アジが主要なもので双

 手はカタクチイワシが大部分である。

 襲その他の漁況

 山川、枕崎のカツ才/本釣は、大型船が台湾東方海域、小型船は

 悪石島.近坪で操業しかなり良い漁況である納牢の曳縄のう.ち・こ
 しき島近海のブリ曳縄か好漁下ある。
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漁場観測速報(3月分)

養殖都

工旬別平均水温表
    凹}

    水成川葛.輸一,    =句ぞ測地別。一】一`一.一。一目撃同最低最..局=最一低
    上句ユ冬・6.1ユ3・7cユエ,8cユエ,6℃ユ、,、トエ、:r⊥    'L-I.

    中.旬■一一一L一'下旬ユ6,2ユ5,3
    ユ6,2.ユ5,3.lll;十÷一    再†ユ。,学ユ4,8

    1

    罰力差十ユ,4十ユ,4■一一一一一一一■`十i,5+2,O
    前年差一〇,9一〇,9十〇,ユ十〇,3

1ト{

 ○水成川の月平均水温は前月より∴4℃の上昇を示したが、前

 年同期に比べて約ノ℃の低目を示した。この事は例年2一月の最

 低水温期よりも更に約/℃の低目を示している。

 ○葛輸では前月より∴5～ユ0℃の上昇を示し、前年同期に比

 べて0、/～0.3℃の高目を示した。この事は2月の最低水温期

 には前年同期よりも約/℃の低目を示していたが、3月に入り

 前年並に回復したものと思われる。

珂漁況

 ○水成川のみで葛輸、住吉ともに報告なし。

 ○イセ.エビ:先月像か/4晦の水揚げてあったが、今月はノ82

 陣で昨年/0月以降の最高漁獲高である。

 ○シビ:/月下句以降40日間水揚げがなかったが、今月中旬

 に4.23晦の水揚げがあり、/月上申句の水揚げ高に匹敵す

 る。.

 ̂ダイ:.平出漁帯数は前月と大差ないが水揚げ高は前月の約
 45倍の423晦揚っている。

 ○タルメ:前月から水揚げが若干少なくなっ.ている占
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 .o瀬物:前月の水揚高の約40%の:減量であるが、その反面イセエ

 ビ水揚高が増えている。,..l

 ○総水揚高は/535晦で前月の/368陣を上回り更に瀬物が減って

 イセエビ、小ダイが好漁である。
水成川

 N、種       ..氷、種'イセエビタルメー一瀬物       一有漁日数4日ソ±タ;04ユ5       上句ユエ隻2ユ生       出漁船数段獲量ユ7K茅Oユ480ユ7.O
       有為日数356'2'■■.3

       中旬延出漁船数'3尾一2ユ76ユ0       漁獲量ユ2.423ユ96ユ00ユ60

       o.O

       0O       一十.有為日数.ユエ08下..._.延出漁船数32033句ザ∴ギ11二丁≒討一遍鮎亙・・…一OOI一一L一一一■■8       一一

       3

       .824

       漁獲量1ユ8242・3,480ユ80330

.∴
 Iタルメー一瀬物

☆☆☆☆☆☆☆☆☆★☆

 ☆奄美短信★

☆☆☆☆★★★★★☆★

 §何となく肌寒し=}陽春四月である。例車ならこの項ともなれば半

 袖開襟のいでたち走が、今年は全く変則的、未だに長袖、セータ
 ニの準冬構えでありながら、早くもハエ取り紙が食卓の上にわ目

 見えし、カヤの中で冬フトンをかぶって寝る在米、何ともねかし一
 な話であ.る。

 /9一・・



 §例によってのハブ談議。市街地と山.手の町営住宅は市2脇の坂

 道で結ばれている。まだ住宅一9出来な手・頃はハブの跳梁政雇した
 地である。赴任早々、帰宅め途中夜道に長々と横たわるハブと危

 うく衝突しそこねて胆を冷したこともある。

 つい。Z31ヨ前面の降る夜/ノ時頃、この道路から「棒を持って来

 い。電灯を持って来い」と言う怒鳴り声がする。道路に寝そべる

 ハブを自転単で乗り上げたとの事・.ノニブも驚いただろうが・乗り
 上げた人もぴつくりしただろう。懐中電灯を持って教人が駈けつ

 けた時は跣にハブは逃走した後であった。怒鳴った人日く「危い

 カ)ら余り動かないで・・一・・。近くにいれぱニオイがする筈だから

 待って下さい。」とクンクン鼻を鳴らした。夜道でハブがいる時

 は生臭いニオイがすると話に聞くが、それが果して本当か、不幸

 ?にしてまだそのニオイに接した経験がない。

 §古仁崖から大島海峡をへだてた加封呂麻島の瀕梱と言う部落に

 あこや員真珠養殖場がある。この経営者の話では、去年あたり天

 然採苗されたマベを、50～60個養殖しており、天然貝も'増え

 て来たのではないかとのこと、マベの人工受精実験もこ㌧数年に

 五一って行なわれているが、その都度海峡内に廃棄される多量の受

 精卵が自然海水中で天然貝と'して生長しないものでも辛く、或い
 は間接的に受精実験が、マベ資源の増殖に寄与していると言う見

 方もある。昨年人工採菌された養殖係丹精のマベ稚貝も既に平均

 体重5～88に生長している。

 §例年たら、かつわ漁で分場製造工場もかつ拍ぶし加工に活気づ

 く季節であるが、今年は数回の出漁に未だ漁獲皆無の状態である。

 併し、名瀬市当り早くも数回の水揚げを見ている様であるからI、

 古に屋もそ・の初漁を見るのは旬日のうちだろう。一

 §この冬の異常な寒さに枯れてしまったバナナ、パイン、パパイ

 ヤ等もどうやら省い息吹きをとりもどしてきた。萌黄色に覆われ

 た山の木々が急速に濃緑に衣換えする頃、島の春は馳け足で初夏
 を迎元るのである。

 O,D生
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 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆幸☆☆☆
 ☆各部の動き☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ○漁業部

 ※照市丸

 3月22日.サバ標識.放流より帰港(西水研と共同調査)I

 3月23～3/日ブリ行分布調査(〃〃)

 4月。2～5貝主機修理

 簸かもめ

 3月/8～20日上条

 3月25～4月/日沿岸マグロ漁業試験

 4月3～/0日エビ資源調査

 φ月/5日志布・志湾大型魚礁適地調査のため出港

 ○製造部

 擦加工原料としてのカ;ソオ類の凍結貯蔵に関する研究

 鹿大水産学部と共同試験(カ).ん詰及ぴ節製品の一般分析担当)
 燕酸化防止剤エルビツトN使用による塩干あじ製品の分析。

 。数がたく.らいわし酒潰かん諸製造試験実施。

 轍塩干品並びに調峠ハマチくん製品調査のため延岡へ出張
(石神部長)

 ○養殖一部

 激3月/8日ノリ養殖指導(喜入町一新村)

 類3月/9～20日ワカメ養殖指導(1東町一一豊中、瀬戸口)

 類3月25～26日ノリ養殖調査仁川内市'、串木野市一一新村)
 類3月25')目2ク日.漁場観測指導及びイセエビ調査

 (頴健一豊田、藤田)

 楽3月28日～4月20日クロチョウガイ人工採苗技術指導
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(沖縄一瀬戸口)

 ※3・月29～3ρ.日ノリ養殖調査て長島一新村)

 蝶4月/01～/2日改良普及貴会議(指.宿市一豊田、新村)
 類ノ月ク.日～3月/8日

 クロチョウ病貝か亭の分離細菌の抗体接種試験が終り、現在
 医学部でデータの整理中。

 ○調査部

 ・類ハマチ種苗管理

 今年はハマチ約30万尾一を目標に一時蓄養準備にとりか㌧つ

 'た口

 昨年のモジヤコ分.布から考えて今.年もこしき・島海峡が主漁場

 になると思・われるので、現在は串木野港を第/根.拠地として待

 機中。

類大型魚礁設置適地調査

 試験船「かもめ」にて、漁業部と共同で大隅海域の大型魚礁

 適地調査を行った。.

 ※水質汚濁調査

 ノ㍉ヒプ廃液、P・二C・P等の漁獲に及ぼす.影響等について除
 草剤試験を行ってきたが、一応試験データも出来た.ので現在は

 資料の撃理、分析中。一
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 一☆☆☆.☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆分場しの.動き☆

 ☆☆☆☆☆..☆☆☆☆☆☆幸缶.

 ○庶務一係

 ※3月。26日～27日

.西田本場長来場

 ○製造係

蝦3月下旬=

 かっ泡節乾燥棚、セイロ修理

 簸4月/0日.モスク.郡査.

 今年は寒波ρためか・ふllずミの生甲悪1・軍1年≒1割合
 少ないふともずくの繁茂が見られた。

 ○養殖係

 ※4月/0日

 マベ、クロチヨウ稚貝測定。

 丁23⊥


